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１．研究の背景と目的  

2005 年夏に早明浦ダムの利水容量がゼロとなり、メディアでも大きく取り上げられるほど話題になったように、水資源

量の増減は、社会・経済活動に大きなインパクトを及ぼす。一方、地球温暖化の影響で、降雨パターンの変化や、融

雪時期が早まる等の影響から、水供給パターンが変化するといった報告もなされている 1)。日本国内全域を対象として

温暖化による水資源影響を分析した事例では、温暖化による降水パターンの変化から洪水や渇水のリスクを評価する

ものや 2)、降積雪量の変化による河川水の流出パターン変化が水稲生産へ及ぼす影響を考察したもの 3)などがあるも

のの、水資源量と人間活動に伴う水使用量との関係そのものを分析した事例は見られなかった。こうした背景のもと、

筆者は、温暖化の条件下において、我が国における水資源量が水使用量に対し十分に足りるのか否かを検討するこ

ととした。本稿はその第一報である。 
 

２．研究方法  

本研究では、都道府県別に温暖化による水資源の影響を分析した。評価指標としては、地域内の水資源賦存量に

対する水資源使用量の割合を示す「水資源利用率」を用いた。ただし、地域内の水資源賦存量で地域内の全水使用

量を賄うと仮定した。 
 

水資源利用率＝水資源使用量÷水資源賦存量×100 
 

 また、水資源賦存量は、地域内における降水量の総和とし、水資源使用量は、地域内における農業用水・工業用

水・生活用水の総和とした。各用水の都道府県別使用量は全国値をそれぞれ都道府県別の農業生産額、工業生産

額、人口に比例して配分して求めた。 
 

水資源賦存量＝（地域内における）降水量 

水資源使用量＝（地域内における）農業用水＋工業用水＋生活用水 
 

地球温暖化が進んだ場合の将来降水量としては、IPCCの提供するGCM （CCSR/NIESデータ）を農業環境技術研

究所が 10km メッシュにダウンスケーリングした気候シナリオデータ 4)から抽出した。また、水資源使用量は現状から変

化しないものと仮定した。 
 

３．検討結果と考察 

検討結果を表 1 に示す。埼玉、千葉、東京、神奈川、大阪といった大都市域において水資源利用率が 50%を超える

ような高い値が示された。また、茨城、愛知、福岡などもそれに準じるような高利用率であった。特に、大阪では 2050 年

に 73.3%、東京では 2040 年に 61.8%を記録するなど、二大都市では軒並み高い値を示しており、水資源供給量に対し

使用量過多であることが判る。他府県から水供給がなされているとはいえ、大都市域では、ひとたび水不足となれば、

社会・経済的なインパクトが大きいため、詳細な分析・検討が必要であると考えられる。また、東京、大阪は、埼玉、千

葉、神奈川と異なり、全水使用量における生活用水の割合が非常に高く、50%以上を占めるのが特徴であり、水資源の

不足は即ち直接的に人命に関わる大問題となりうる。更に、本稿では年間の降水量と年間の水使用量を比較している

が、季節的な降水パターン・水使用パターンにより、水使用量が水資源量を上回る可能性があることにも今後検討して

いく上で注意する必要がある。 
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表 1 水資源利用率の検討結果 

水資源使用量（単位億 m3） 水資源利用率（%） 
 農業用水 工業用水 生活用水 Σ 2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090
北海道 70.4 2.4 7.2 80.0 5.7 6.8 6.8 7.0 7.7 6.7 5.9 7.4 6.5 6.2
青森県 16.0 0.5 1.9 18.4 11.7 11.6 12.5 12.1 13.6 11.6 9.8 13.1 12.9 10.5
岩手県 17.2 1.0 1.8 20.0 7.7 7.4 7.4 7.4 9.0 7.6 6.4 7.5 8.5 6.6
宮城県 12.4 1.5 3.0 17.0 15.0 13.5 13.2 13.1 17.2 15.1 12.0 12.4 16.2 12.5
秋田県 14.7 0.6 1.5 16.8 6.7 6.4 6.4 6.5 7.7 6.6 5.4 6.6 7.0 5.7
山形県 15.6 1.3 1.6 18.4 10.9 9.5 9.0 9.6 11.8 10.8 8.1 8.9 10.7 8.7
福島県 17.6 2.3 2.7 22.6 9.4 8.1 7.8 7.9 10.7 9.8 7.2 7.1 9.9 7.6
茨城県 27.9 4.5 3.8 36.2 37.5 30.5 33.0 30.2 44.2 40.0 29.9 27.8 39.6 29.5
栃木県 18.5 3.5 2.6 24.6 20.9 17.5 17.3 17.0 24.8 22.8 16.0 15.7 21.7 16.6
群馬県 14.7 3.3 2.6 20.6 18.9 16.2 14.8 16.0 22.3 20.0 13.8 14.6 17.9 15.1
埼玉県 13.3 5.9 8.9 28.1 45.4 37.8 35.5 38.5 56.0 50.6 37.6 33.4 47.6 36.9
千葉県 28.7 4.9 7.6 41.3 44.2 36.0 38.3 37.6 52.4 47.4 38.6 32.2 47.6 36.0
東京都 1.9 5.1 15.6 22.6 50.5 40.9 39.3 44.5 61.8 56.8 45.5 36.1 53.5 41.8
神奈川県 5.0 8.4 11.0 24.5 44.8 36.9 34.0 39.0 53.7 50.2 38.6 31.5 45.9 36.7
新潟県 21.8 2.0 3.1 26.9 9.0 7.6 7.5 7.9 9.6 9.0 6.6 7.1 8.6 7.2
富山県 5.6 1.5 1.4 8.5 9.7 8.0 7.5 8.5 10.5 10.0 6.7 7.6 8.4 7.8
石川県 4.6 1.1 1.5 7.1 6.0 4.7 4.5 5.2 6.4 6.4 4.0 4.6 5.0 4.8
福井県 4.0 0.8 1.0 5.8 4.6 3.5 3.1 4.0 4.8 5.2 3.0 3.1 3.6 3.7
山梨県 5.5 1.0 1.1 7.6 8.6 7.1 5.9 7.9 10.6 10.2 7.5 6.0 8.6 7.1
長野県 16.1 2.6 2.8 21.5 8.0 6.8 5.4 7.1 9.2 8.7 5.9 5.8 7.0 6.4
岐阜県 8.2 2.2 2.7 13.1 4.5 3.7 2.8 4.0 5.1 5.2 3.2 3.1 3.6 3.5
静岡県 17.2 7.2 4.8 29.2 13.0 10.8 8.3 12.1 15.6 15.7 11.4 8.6 12.3 10.5
愛知県 21.7 15.9 9.1 46.7 38.9 32.0 23.8 36.3 46.5 47.9 32.9 25.9 34.4 31.3
三重県 8.4 3.5 2.4 14.3 7.8 6.2 5.0 7.5 9.9 10.0 7.0 5.6 7.2 6.5
滋賀県 4.7 2.6 1.7 9.0 9.7 7.6 6.1 8.4 10.7 11.5 6.5 6.5 7.2 7.6
京都府 5.0 2.1 3.4 10.4 9.9 7.7 6.5 8.7 11.1 12.1 6.7 7.0 7.4 7.9
大阪府 2.4 7.0 11.2 20.6 61.5 47.6 38.9 53.1 67.9 73.3 41.1 41.2 43.1 46.8
兵庫県 11.0 5.5 7.1 23.6 12.8 9.9 8.4 11.3 14.6 15.8 8.8 9.1 9.5 10.2
奈良県 3.6 0.9 1.8 6.4 6.5 5.1 4.0 5.9 7.7 8.2 5.2 4.4 5.4 5.2
和歌山県 7.0 0.9 1.3 9.3 6.1 4.8 3.6 5.6 7.0 7.6 4.9 4.0 5.0 4.8
鳥取県 4.7 0.5 0.8 5.9 6.8 5.1 4.3 5.9 7.6 8.5 4.7 4.6 5.1 5.7
島根県 4.3 0.4 1.0 5.7 3.7 2.7 2.0 3.0 3.9 4.6 2.4 2.1 2.6 3.2
岡山県 8.6 2.9 2.5 14.0 10.7 8.2 6.1 9.1 11.7 13.3 7.1 7.0 7.3 8.6
広島県 7.1 3.1 3.7 13.9 8.3 6.1 4.2 6.8 8.4 10.3 5.4 4.8 5.4 6.8
山口県 5.2 2.3 1.9 9.4 6.7 5.0 3.4 5.4 6.7 8.2 4.3 3.7 4.3 5.5
徳島県 8.0 0.7 1.0 9.7 7.3 5.5 5.0 6.9 8.9 10.2 6.2 5.5 5.8 6.4
香川県 5.7 0.9 1.3 8.0 23.9 17.6 16.6 22.2 28.4 32.3 18.9 17.5 18.1 20.5
愛媛県 9.0 1.4 1.9 12.3 8.7 6.5 5.6 7.9 9.5 11.5 6.7 5.5 6.4 7.5
高知県 6.8 0.2 1.0 8.0 3.0 2.3 1.9 2.8 3.4 4.1 2.5 2.0 2.3 2.6
福岡県 15.4 3.3 6.4 25.1 23.3 17.3 10.9 18.2 21.9 28.4 14.5 12.0 14.4 19.4
佐賀県 9.7 0.7 1.1 11.4 19.3 14.3 9.2 15.1 18.3 23.9 12.3 10.0 12.2 16.2
長崎県 8.9 0.6 1.9 11.4 11.9 8.9 5.9 9.1 11.5 14.5 7.3 6.1 7.4 10.3
熊本県 21.6 1.1 2.4 25.0 13.0 10.0 6.0 10.2 11.7 16.1 8.3 6.5 8.1 10.9
大分県 9.5 1.4 1.5 12.4 8.7 6.6 4.8 7.4 8.9 11.3 6.3 5.2 6.0 7.6
宮崎県 20.7 0.6 1.5 22.7 10.4 8.0 5.7 8.7 10.4 13.8 7.8 5.9 7.2 9.1
鹿児島県 26.8 0.8 2.3 29.8 10.7 8.1 5.8 8.7 10.1 14.3 7.8 5.3 7.4 9.5
 

４．今後の展開  

（１）水資源賦存量に関して 

・将来気象データとして地域気候モデル RCM20 を適用する。 

・融雪や地下浸透、ダム等が季節的な水資源賦存量に及ぼす影響について検討する。 

・蒸発散による水資源の消失効果を考慮する。 

（２）水資源使用量に関して 

・1 ヶ月単位を想定して水資源使用率を求め、季節的な水資源影響について検討する。 

・農業用水の灌漑期など、各種用水の季節的な使用パターンについて検討する。 

・将来における人口減少や少子高齢化によるライフスタイルの変化が水使用量に及ぼす影響について検討する。 
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